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平成28年度

決算が
まとまりました
皆さんの
診療状況・健診結果
をご報告します

インフルエンザ
予防接種のご案内



医療費、　 納付金が増加するも
　　　　  保険料収入が伸びて、3年連続の黒字

去る7月13日（木）に開催された第122回
組合会で、当健保組合の平成28年度決算が
審議され、可決・承認されました。

　28年度は介護保険収入8億3,889万
2千円に対して、国に納付する介護納付
金が8億2,631万7千円となりました。
決算残金は繰越金・準備金といたしました。

関
等
か
ら
の
請
求
チ
ェ
ッ
ク
等
に
よ
る
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

活
用
や
適
正
受
診
等
で
医
療
費
節
減
に
ご
協
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
年
に
１
度
必
ず
健
診
を

受
け
、
健
康
の
維
持
・
管
理
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

健保組合は、国の介護保険の保険料の
徴収・納付を代行しています

収　入　総　額	 92億4,609万2千円
支　出　総　額	 86億6,057万8千円
決 算 残 金 	 5億8,551万4千円
経常収支差引額	 3億7,648万8千円 

平成28年度  決算がまとまりました

日
本
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い

て
い
る
と
さ
れ
、
当
健
保
組
合
の
28
年

度
決
算
は
、
医
療
費
、
納
付
金
等
の
支
出
が
増

加
し
ま
し
た
が
、
保
険
料
収
入
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
引
き
続
き
黒
字
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

収
入
の
柱
と
な
る
保
険
料
は
、
被
保
険
者

数
や
標
準
報
酬
月
額
等
が
予
算
見
込
み

を
上
回
り
、前
年
度
に
比
べ
２
億
円
（
２
・
３
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

支
出
の
大
半
を
占
め
る
保
険
給
付
費

（
医
療
費
）
は
、
前
年
度
に
比
べ
８
、

３
０
０
万
円
（
１
・
８
％
）
増
加
し
、
被
保
険

者
１
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
25
万
円
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
医
療
の
た
め
の
納
付
金
は
、
26
、

27
年
度
と
連
続
し
て
減
少
し
て
き
ま
し

た
が
、
28
年
度
は
一
転
し
て
１
億
８
、３
０
０
万

円
（
５
・
４
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
29
年
度
予
算

で
も
３
億
円
以
上
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
財
政

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

決
算
残
金
は
１
億
円
を
29
年
度
予
算
に
繰

越
し
、
残
り
の
４
億
８
、５
０
０
万
円
を

別
途
積
立
金
と
し
て
保
有
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り

増
え
続
け
る
納
付
金
や
医
療
費
に
備
え
る
と
と

も
に
、
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
保
険
料
率
引
下
げ
（
29
～
31
年
度
）

の
財
源
と
い
た
し
ま
す
。

当
健
保
組
合
で
は
今
後
も
事
業
の
効
率
化

や
、
被
扶
養
者
の
資
格
確
認
、
医
療
機介護保険

介護保険収入
繰 越 金
雑 収 入
合　　　　計

838,892
30,000

71
868,963

85,167
3,046

7
88,220

科　目 決算額（千円）
介護保険第2号
被保険者たる被保険者等
1人当たり額（円）

介護納付金
介護保険料還付金
合　　　　計

826,317
95

826,412

83,890
10

83,900

科　目 決算額（千円）
介護保険第2号
被保険者たる被保険者等
1人当たり額（円）

準 備 金
合　　　　計

4,863
4,863

種　別 金　額（千円）

〈収 入〉

〈支 出〉

〈決算残金処分内訳〉

健康保険

　被保険者やご家族の健康づくりのための保健事業費は、2億4,032万3千円
を支出、下記のような事業を実施しました。

充実した健康づくり事業を実施

●事務費
　1 億 1,735 万 2 千円
　（6,500 円）

●保険給付費
　45 億 5,992 万 6 千円
　（25 万 2,585 円）

●保健事業費
　2億4,032万3千円
　（1 万 3,312 円）

●財政調整事業拠出金
　1億1,475万7千円
　（6,357 円）

●還付金・連合会費・
　積立金・営繕費・その他
　5,460 万 7 千円
　（3,026 円） ●保険料

　88 億 4,496 万 7 千円
　（48 万 9,944 円）

●調整保険料
　1 億 1,476 万 6 千円（6,357 円）

●繰越金
　1 億円（5,539 円）

●財政調整事業交付金
　1 億 5,474 万 3 千円（8,572 円）

●国庫負担金・国庫補助金・雑収入
　3,161 万 6 千円（1,752 円）

●納付金
　35 億 7,361 万 3 千円
　（19 万 7,951 円）

〈決算残金処分内訳〉前年度比2.3％増

支出総額
86億6,057万8千円
（　　　　 ）被保険者１人当たり

47万 9,731円

収入総額
92億4,609万2千円
（　　　　 ）被保険者１人当たり

51万 2,164円

高齢者医療を支えるために現役世代の健保組合等に
納付が義務づけられた費用。前年度比5.4％増

被保険者やご家族の皆さんの医療
費・給付金に。前年度比 1.8％増

皆さんの健康づくり
の費用。前年度比
7.5％増

29 年 度 へ の 繰 越 金
財政調整事業繰越金
別 途 積 立 金
合 　 　 　 　 計

100,000
146

485,368
585,514

種　別 金 額（千円）

グラフで見る平成28年度決算

 平成 28 年度に実施した 健康づくり事業

・機関誌「健保だより」の発行（年4回）
・ポスター、パンフレット等の配布（２回）
・健康者へ記念品の贈呈（６月）
・健保連との共同保健宣伝（随時）
・ホームページによる情報提供
・ジェネリック医薬品のお知らせ　（4、10月）
・基本保険料に対する保険給付費の割合に
ついてのお知らせ　（６月）

・生活習慣病予防健診（4～12月）
・春季婦人生活習慣病予防健診（4～7月）
・人間ドック（4～12月）
・インフルエンザ予防接種（10～1月）
・脳ドック等の割引健診（年間）
・特定健康診査（4～12月）
・特定保健指導（年間）
・家庭用常備薬品の配布（11月）

・プール施設利用補助（７～９月）
・健康づくりセンター「へるすぴあ」〔電設工業健保組合の施設〕と契約（年間）
・契約保養施設〔ＪＴＢ契約保養所、直接契約保養所、国民休暇村〕（年間）
・共同利用保養所の利用（年間）
・スポーツクラブ「ルネサンス」との法人契約（年間）
・ＦＵＪＩＹＡＭＡ倶楽部の優待利用（年間）

健康情報の提供

保養と健康づくり

健康診断と病気の予防

23



　
当
健
保
組
合
で
は
、
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保

険
者
、
被
扶
養
者
を
対
象
に
健
診
を
実
施
し
て
お
り

（
特
定
健
康
診
査
は
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
扶
養

者
が
対
象
）、

①
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

②
人
間
ド
ッ
ク

③
春
季
婦
人
生
活
病
予
防
健
診

④
特
定
健
康
診
査

の
４
コ
ー
ス
か
ら
、
ご
自
分
に
あ
っ
た
健
診
を
選
ん

で
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
受
診
者
数
は
、
各
コ
ー
ス
で
前
年

度
を
上
回
っ
て
お
り
、
前
年
度
比
２
６
０
人
増
の

１
０
、８
２
９
人
（
特
定
健
診
34
名
を
含
む
）
の
方

に
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
健
診
全
体
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、「
異
常
な
し
」「
要
観
察
」
の
合
計
が
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。「
要
二
次
検
査
」

は
12
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
が
、「
要
治
療
」

「
継
続
治
療
」
の
合
計
は
、
前
年
度
よ
り
も
13
・
９

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
特
に
「
要
治
療
」
の
割

合
が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
で
「
治
療
が
必
要
」
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
健
診
結
果
表
を
持
参
し
、
医
療
機
関
で
保
険

診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
は
「
年
１
回
の
ご
自
身
の
健
康
状
態
を

確
認
す
る
機
会
」
と
捉
え
て
い
た
だ
き
、
健
保
組
合

の
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
健
診
は
12
月
ま
で
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
年
度
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、健
保
組
合
の
健
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
組
合
は
皆
さ
ま
の
健
康
を
応
援
し
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。受診者

10,829人

異常なし
        1,978 人
     （18.3％）

　　　1,402 人
 （12.9％）

要二次検査

    要治療・
  継続治療　
　　　  3,672 人
    （33.9％）

受診者
7,235人

要観察
2,448 人
（33.8％）

要二次検査
 817 人

（11.3％）

　  要治療・
  継続治療　
　　　2,529 人
  （35.0％）

要観察
651 人

（35.6％）

要二次検査
338 人

（18.5％）

要治療・
継続治療
750 人

（41.1％）

要観察
664 人

（38.3％）

要二次検査
243 人

（14.0％）

390 人
（22.5％）

要治療・
継続治療

受診者
1,827人

受診者
1,733人

生活習慣病健診
（35 歳以上の被保険者・被扶養者）

人間ドック 春季婦人生活習慣病予防健診
（35 歳以上の女子被保険者・被扶養者）

健診全体

3,777 人
（34.9％）

  要観察

異常なし
1,441 人
（19.9％）

異常なし
88 人

（4.8％）
異常なし

436 人
（25.2％）

（特定健診の項目のみの受診者を除く）

（ ）　  35 歳以上の被保険者、
40 歳・50 歳の被扶養配偶者

受診者
10,829人

異常なし
        1,978 人
     （18.3％）

　　　1,402 人
 （12.9％）

要二次検査

    要治療・
  継続治療　
　　　  3,672 人
    （33.9％）

受診者
7,235人

要観察
2,448 人
（33.8％）

要二次検査
 817 人

（11.3％）

　  要治療・
  継続治療　
　　　2,529 人
  （35.0％）

要観察
651 人

（35.6％）

要二次検査
338 人

（18.5％）

要治療・
継続治療
750 人

（41.1％）

要観察
664 人

（38.3％）

要二次検査
243 人

（14.0％）

390 人
（22.5％）

要治療・
継続治療

受診者
1,827人

受診者
1,733人

生活習慣病健診
（35 歳以上の被保険者・被扶養者）

人間ドック 春季婦人生活習慣病予防健診
（35 歳以上の女子被保険者・被扶養者）

健診全体

3,777 人
（34.9％）

  要観察

異常なし
1,441 人
（19.9％）

異常なし
88 人

（4.8％）
異常なし

436 人
（25.2％）

（特定健診の項目のみの受診者を除く）

（ ）　  35 歳以上の被保険者、
40 歳・50 歳の被扶養配偶者

　

平
成
28
年
度
に
皆
さ
ん
が

病
院
・
診
療
所
等
に
通
院
し

た
実
績（
入
院
を
除
く
）か
ら
、

年
代
別
に
主
な
疾
病
ご
と
の

１
件
当
た
り
の
平
均
医
療
費

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
健
康
に
は
気
を
つ

け
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に

日
頃
の
健
康
管
理
に
努
め
ら

れ
、
医
療
費
の
節
減
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

主な疾患 平均医療費

平成28年度  各種健診の結果平成28年度  　疾 病 統 計

35 歳以上の被保険者・被扶養者 　  35 歳以上の被保険者、
40 歳・50 歳の被扶養配偶者

受
診
状
況

健
診
結
果

前年度比 260 人増の 10,829 人の皆さんが受診されました 

皆さんの診療状況・  健診結果をご報告します

本 人〈外来〉

家 族〈外来〉
新生物	 18,914 円
周産期に発生した疾患	 16,015 円
神経系の疾患	 15,520 円
消化器系の疾患	 12,019 円
精神、行動の障害の疾患	 9,792 円

周産期に発生した疾患	 29,371 円
内分泌、栄養、代謝の疾患	 25,996 円
先天奇形、変形及び染色体異常	 21,490 円
神経系の疾患	 21,018 円
循環器系の疾患	 16,053 円

血液・造血器、免疫機構の疾患	 323,792 円
内分泌、栄養、代謝の疾患	 32,209 円
新生物	 17,904 円
神経系の疾患	 16,940 円
周産期に発生した疾患	 12,724 円

新生物	 35,408 円
筋骨格系、結合組織の疾患	 14,844 円
腎・尿路性器系の疾患	 13,768 円
内分泌、栄養、代謝の疾患	 13,329 円
先天奇形、変形及び染色体異常	 13,049 円

腎・尿路性器系の疾患	 39,705 円
新生物	 32,206 円
内分泌、栄養、代謝の疾患	 14,396 円
筋骨格系、結合組織の疾患	 12,328 円
消化器系の疾患	 12,028 円

新生物	 19,215 円
筋骨格系、結合組織の疾患	 15,972 円
神経系の疾患	 14,407 円
感染症、寄生虫症の疾患	 14,387 円
損傷、外因性の疾患	 13,151 円

血液・造血器、免疫機構の疾患	 172,892 円
腎・尿路性器系の疾患	 22,423 円
新生物	 25,098 円
消化器系の疾患	 12,311 円
内分泌、栄養、代謝の疾患	 11,899 円

血液・造血器、免疫機構の疾患	 94,000 円
腎・尿路性器系の疾患	 57,420 円
新生物	 42,666 円
先天奇形、変形及び染色体異常	 12,809 円
神経系の疾患	 12,533 円

新生物	 104,370 円
腎・尿路性器系の疾患	 28,740 円
精神、行動の障害の疾患	 16,016 円
損傷、外因性の疾患	 15,493 円
先天奇形、変形及び染色体異常	 13,732 円

1 位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

1位
2位
3位
4位
5位

10～ 20代

10代未満

10～ 20代

30～ 40代

50～ 60代

70代

30～ 40代

50～ 60代

70代

　本人（被保険者）では、すべての年代で、新生物が上位に
入っております。
　また、30歳代以降は、腎・尿路性器系の疾患が多く、慢
性腎不全への重症化防止のため、健診を受けて早期発見・早
期治療することが重要となります。併せて、運動・栄養・休
養のバランスを見直し、生活習慣の改善に努めましょう。

　本人と同様に、各年代で新生物が上位に入っているほか、
内分泌系、栄養、代謝の疾患も見られます。なお、血液・造
血器、免疫機構の疾患の平均医療費が突出している要因は、
治療のための血漿分画製剤の単価が高額なことによります。

すべての年代で「新生物」が上位に

「新生物」「内分泌、栄養、代謝の疾患」が上位に

胃腸炎、水疱瘡、風疹、ウイルス肝炎、破傷風など

がん、白血病、悪性リンパ腫など

貧血、白血球系の疾患、リンパ節の疾患など

糖尿病、高脂血症、痛風、甲状腺障害、低血糖症

うつ病、統合失調症、神経症性障害、ストレス障害など

てんかん、脳性麻痺、他の神経系の疾患など

高血圧、動脈硬化、心筋梗塞、脳梗塞、くも膜下出血など

胃潰瘍、十二指腸潰瘍、慢性胃炎、肝硬変など

腰痛症、五十肩、慢性関節リウマチ、変形性関節症など

膀胱炎、尿路結石症、前立腺炎、慢性腎不全など

妊娠の異常、胎児の異常・障害、低出生体重児など

先天奇形、変形及び染色体の異常など

骨折、頭蓋内損傷、内臓損傷、やけど、中毒など

● 感染症、寄生虫症の疾患
● 新生物
● 血液・造血器、免疫機構の疾患
● 内分泌、栄養、代謝の疾患
● 精神、行動の障害の疾患
● 神経系の疾患
● 循環器系の疾患
● 消化器系の疾患
● 筋骨格系、結合組織の疾患
● 腎・尿路性器系の疾患
● 周産期に発生した疾患
● 先天奇形、変形及び染色体異常
● 損傷、外因性の疾患

主な疾患名の説明

（特定健診の項目のみの受診者を含む）

健診全体

春季婦人生活習慣病予防健診
35 歳以上の女子被保険者・被扶養者

生活習慣病予防健診 人間ドック
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〜健康管理のご努力を称え、
　　　　記念品を贈呈しました〜

　当健保組合では、健康管理に努めて1年間に1度も保険
診療を受けなかった被保険者を、毎年表彰しています。
　今年度もこの6月に、平成28年1月～12月の1年間、
病院・診療所に通院しなかった被保険者の方々661人を「す
こやかさん」として表彰し、記念品を贈呈いたしました。
　健康であることは大切な財産です。被保険者の皆さまには、
日々の健康管理にご留意いただき、より多くの「すこやかさ
ん」が誕生されることを祈念しております。

　都内の総合健保組合で組織する東京都総合組合保健施設振興協会（東振協）では、
皆さまの健康づくりをサポートするため、毎年、健康フェスティバルを開催しています。
今年も、下記のイベントが実施されます。ご家族でぜひご参加ください。

健康フェスティバル2017

年齢別の内訳は…

今年も誕生しました！

661人の「すこやかさん」

東振協主催

●申込書および詳細……東振協ホームページ　http://www.toshinkyo.or.jp/event
●参加申し込みは……�参加申込書に、82円切手を貼付した返信用封筒を添え、東振協・フェスティバル事務

局へご郵送ください。

70歳代
0.3%

20歳代
16.8 %

30歳代
21.2 %

40歳代
31.0 %

50歳代
21.9 %

60歳代
8.8%

661人
合 計

平成28年  
健康者表彰

今年も開催します

100人
200人
200人
200人
500人
600人
600人
600人
600人
600人
600人
600人

3,800人
75人
75人

健康講演会　大手町サンケイプラザ
健保連・東京連合会（新宿区）
健保連・東京連合会（新宿区）
立川商工会議所（歯科チェック有）
大手町サンケイプラザ
清水公園（千葉県野田市）
鎌倉
昭和記念公園
葛西臨海公園
天覧山・飯能河原
高尾山
横浜みなとみらい21
東京サマーランド（あきる野市）
ドゥミルネサンス　新橋
ドゥミルネサンス　新橋

血管年齢・血圧測定
骨密度・体脂肪測定
健康相談等
（4日間）
健康講演会　　間　寛平氏

ウォークラリー（7日間）

ウォーターフェスティバル

スポーツクラブフェスタ

10月11日（水）
10月17日（火）
10月23日（月）
11月18日（土）
10月11日（水）
10月  1日（日）
10月  7日（土）
10月  9日（祝）
10月15日（日）
10月21日（土）
10月29日（日）
11月  3日（祝）
10月22日（日）
10月15日（日）
10月22日（日）

イベント 開催日 会　場 定　員

参 加 無 料

開催イベント
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被扶養者資格の再確認に
ご協力をお願いします

再確認の対象者1

事業主を通じて被保険者にお送りするもの2

被保険者から提出していただくもの3

健保組合への提出期限4

平成29年9月1日現在で、当健保組合の被扶養者の方
ただし、次に該当する方は除きます。
1）0歳から高校在学中までの子
2）平成29年6月1日以降に扶養認定された方

「被扶養者の確認依頼書（異動届）」
被扶養者資格の再確認が必要な被扶養者が記載された書類を、9月25日に事業所へお送りします。

１）「被扶養者の確認依頼書（異動届）」（記入済み）
２）資格確認書類（「被扶養者の確認依頼書（異動届）」）に必要書類について記載されていますので、
　　ご確認ください。

事業所でまとめて提出いただくことになりますので、被保険者の方は速やかに事業所の担当者へお渡
しください。
健保組合への提出期限は 10 月 24 日になります。

　平成29年9月から、一般社団法人 東京都総合組合保健施設振興協会
（東振協）の脳検査を利用いただくことができます。全国約200の医療
機関から、検査機関をお選びいただくことが可能です。
　当健保のホームページ（http://www.kpk.or.jp）または東振協のホー
ムページ（http://toshinkyo.or.jp/brain/）から、医療機関および検査
料金を確認いただけます。検査を希望される方は健康保険証をご用意のう
え、契約医療機関に電話で東振協契約の脳検査を希望する旨を伝えて、予
約申込をしてください。
　検査当日は、健康保険証を窓口に提出し検査を受けてください。なお、
健保組合の補助はありませんので、ご了承ください。

東振協の脳検査をご利用いただけます
～この機会に脳検査を受けてみてはいかがでしょうか～

注意 「メディカルスキャニング」について、従来の健保直接契約（脳検査+頚部検査）と今回の東振協
契約（脳検査のみ）の2種類がありますので、申込みの際にご注意ください。
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なるほど 得なるほど 納

食欲の秋が到来！　
健康を保つために「菌活」を
始めてみませんか？
「菌活」とは、
身体によい「菌」を積極的に
食事に取り入れる活動のこと。
今日から始める菌活で、
元気に冬を迎えましょう！

　

食
生
活
は
、
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
重
要
な
柱
の
一
つ
で
す
。
健
康
の
維
持
・

増
進
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
、
偏
り
の
あ
る
食
生
活
を
見
直
し
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
は
、
糖
質
・
脂
質
・
た
ん
ぱ
く
質
の
三
大
栄
養

素
に
加
え
て
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
と
い
っ
た
栄
養
素
を
過
不

足
な
く
と
れ
る
食
事
を
い
い
ま
す
。
私
た
ち
人
間
は
、「
動
物
」
や
「
植
物
」
を
食
べ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
摂
取
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
こ
れ
に
続
く
第
三

の
生
物
群
と
し
て
、「
菌
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
、
植
物
、
そ
し
て
菌
の
３

つ
の
生
物
群
を
通
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

実
は
、
伝
統
的
な
日
本
食
を
食
べ
て
い
た
昔
の
人
は
、
意
識
し
な
く
て
も
菌
を
た

く
さ
ん
摂
取
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
レ
ト
ル
ト
食
品

に
頼
り
が
ち
な
現
代
人
の
食
生
活
で
は
、
き
の
こ
や
発
酵
食
品
の
摂
取
が
減
っ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
近
年
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
、
体
に
よ
い

働
き
を
す
る
菌
を
積
極
的
に
食
事
か
ら
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
活
動
、「
菌
活
」
で
す
。

　

き
の
こ
や
発
酵
食
品
に
含
ま
れ
る
菌
に
は
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
腸
内
環
境
は
便
通
だ
け
で
な
く
、
免
疫
と
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
、
体
全
体

の
免
疫
細
胞
の
約
６
割
が
腸
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
腸

内
環
境
が
整
う
と
い
う
こ
と
は
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
病
気
や
不
調
を
寄

せ
つ
け
な
い
元
気
な
体
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

酵母菌

〜きのこや発酵食品には
　　ヘルシーパワーがいっぱい！〜

食品の3つの機能と「菌活」

食品の3つの機能

三次機能 二次機能 一次機能

生体調節 嗜 好 栄 養

酢酸菌 麹　菌 菌類（きのこ）乳酸菌納豆菌
　お酒やパン、味噌などをつくると
きに用いられる菌です。酵母には、
糖質の吸収を抑制して肥満を予防し
たり、血糖値の上昇を抑制する効果
があります。また、食物繊維やビタ
ミンB群、β-グルカンなども豊富で、
便秘解消や疲労回復、免疫力アップ
にも効果が期待できます。

　食品には、大きく分けて次の3 つの機能があるといわれています。
「菌活」で食事に取り入れるきのこや発酵食品には、免疫力アップ
をはじめ、整腸作用やあ抗アレルギー作用、血液をサラサラにして

動脈硬化を予防する作用などがあり、3 つの機能のなか
でも三次機能に優れているといわれています。

　アルコールを酸化させて、酢酸を
つくり出す菌です。酢酸は体内でク
エン酸に変わり、疲労回復に効果を
発揮します。また、酢酸には食後の
血糖値上昇を緩やかにする作用や、
血圧や血中コレステロール値を下げ
る作用、内臓脂肪を減らす作用など
もあり、生活習慣病の予防・改善に
役立ちます。

　米や大豆、大麦などの雑穀を発酵
させて麹をつくり出す菌です。麹菌
からつくられる麹には、30 種類以
上もの酵素が含まれているといわ
れ、これらの酵素が食べ物の消化吸
収を促進してくれます。また、新陳
代謝の促進や疲労回復に効果のある
ビタミンB群、善玉菌の栄養となる
オリゴ糖や食物繊維も豊富に含まれ
ています。

　菌を丸ごと食べることのできる食
材が「きのこ」です。善玉菌の栄養
となる食物繊維が豊富で、善玉菌と
食物繊維の相乗効果で腸内環境を整
えてくれます。また、きのこに含ま
れるβ-グルカンには、免疫力を高
める作用やがんを抑制する作用が知
られています。

　乳酸菌は、腸内にすみつく善玉菌
の代表です。ヨーグルトやチーズな
どに含まれる動物性乳酸菌と、ぬか
漬けやキムチなどに含まれる植物性
乳酸菌があり、いずれも免疫力を高
める作用や整腸作用のほか、花粉症
を抑える作用などがあります。

　大豆を発酵させて納豆をつくり出
す菌です。納豆に含まれるナットウ
キナーゼという成分には、血栓を溶
かして血液をサラサラにする作用が
あり、動脈硬化予防に役立ちます。
また、骨の形成に必要なビタミンK
が豊富に含まれており、骨粗鬆症の
予防にも効果があります。

主な健康効果
便秘解消、肥満予防、血糖値の抑制、
免疫力アップ　など

主な健康効果
疲労回復、血圧・血糖値・血中コレ
ステロール値の抑制　など

主な健康効果
消化吸収を助ける、疲労回復、美肌、
整腸作用　など

主な健康効果
免疫力アップ、整腸作用、血糖値・
コレステロール値の抑制、がんの抑
制、美肌　など

主な健康効果
免疫力アップ、整腸作用、抗アレル
ギー作用　など

主な健康効果
血液サラサラ、骨の強化　など

代表的な食品
ワイン、日本酒、ビール、パン、味噌、
しょうゆ　など

代表的な食品
酢、ナタデココ　など

代表的な食品
シメジ、シイタケ、エリンギ、エノキ、
マイタケ、ナメコ　など

代表的な食品
ヨーグルト、チーズ、ぬか漬け、キ
ムチ　など

代表的な食品
納豆

「菌活」で
　免疫力アップ！

「菌活」で活躍する　　菌の仲間たち

偏
り
の
あ
る
食
生
活
を
見
直
そ
う

「
菌
」
を
食
べ
て
健
康
に
！

そ
れ
が
「
菌
活
」

免
疫
の
活
性
化
、
生
体
恒
常
性

の
維
持
、
老
化
抑
制
、
疾
病
回

復
機
能
、
生
活
習
慣
病
の
予
防・

改
善
な
ど
、
生
理
機
能
を
調
節

す
る
機
能

味
、
香
り
、
食
感
、
水
分
、
形
、

大
き
さ
な
ど
、
食
べ
た
と
き
に

お
い
し
さ
や
満
足
感
を
与
え
る

感
覚
機
能

糖
質
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の

栄
養
素
を
補
給
し
て
、
生
命
活

動
を
維
持
す
る
機
能

　「菌
活」に秘められたヘルシーパワー

代表的な食品
味噌、しょうゆ、酢、塩麹、甘酒　
など

「菌活」は
三次機能に
強い！
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● 65歳以上の医療療養病床入院時の居住費（平成29年10月～平成30年3月）
医療区分 負担額（日額）

 医療区分Ⅰ 　　320円→ 370 円
 医療区分Ⅱ・Ⅲ（医療の必要性の高い人） 　　0円→ 200 円

難病患者 　　0円

　インフルエンザ流行の季節がやってきます。
　全国の契約医療機関や接種会場（集団接種）で、組合補助額2,000円
を差引いた料金で予防接種を受けられます。高齢者の場合は合併症を予防
する効果も報告されています。この機会にぜひご利用ください。

※インターネットをご利用いただけない方は
健保組合へご連絡ください。

★予防接種は、指定医療機関の院内接種（10月～1月）、または東振協の指定会場での集合接種（会場毎の指定期間）となります。

契約医療機関、会場等の詳細は、健保組合ホームページ（http://kpk.or.jp/）に掲載しています。

　インフルエンザ予防接種の効果については、個人差はありますが、発症の減少化と感染後の重症化を
減少する効果があり、接種後2週間から5カ月程度その効果が継続するといわれています。インフルエ
ンザ流行のピークは、年によってずれがありますが、12月下旬から3月中旬にピークとなることが多
くなっていますので、遅くとも12月までに接種いただくことをおすすめします。

健保組合総務課  ☎ 03-3634-5151お問合せ

※接種料金は組合からの補助額（2,000円）
を引いた額になります。

契約医療機関にて1人1回1,890円（税込・上限）の契約料金で受けられます。利用方法は

接種時期は
いつ？

電話予約の際にお手元に
保険証をご用意ください

1 2 3

今 年

 も …

まず、  東振協専用
「インフルエンザ予防接種利用券」

を健保組合ホームページから
ダウンロードしてください。

契約医療機関または
集合予防接種予約先へ、
電話等で
　「予約申込み」　
をしてください。

　指定接種日等に、
　　「利用券」と健康保険証

を提出し、料金をお支払いのうえ
接種を受けてください。

インフルエンザ予防接種を　
　　　　　受けましょう

平成29年

8月から

平成29年

10月から

　１カ月あたりの医療費の自己負担限度額は、70歳以上の人は70歳未満の人より低く設定されていま
したが、負担能力に応じた負担を求める観点から、今年の8月から引き上げられました。

　入院時の居住費（光熱水費相当額）は、介護保険施設では
1日370円負担していることから、65歳以上の医療療養病床
への入院患者の居住費が引き上げられます。なお、平成30
年４月からは、医療区分にかかわらず370円に統一されます
（難病患者を除く）。

70歳以上の高額療養費の自己負担限度額が引き上げられました

65歳以上の入院時居住費の負担が引き上げられます

平成29年度の制度改正のお知らせ
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　 Informationインフォメーション

け ん ぽ

【日　　時】	 平成29年6月27日（火）午後3時30分
【場　　所】	 金属プレス会館　5階役員会議室
【議決事項】	 第１号議案：組合規約第4条別表の一部改正について

	 第２号議案：第122回組合会の招集及び組合会に提出する議案について

【日　　時】	 平成29年7月13日（木）午後3時30分
【場　　所】	 金属プレス会館　6階大会議室
【議決事項】	 第１号議案：平成28年度 事業報告について
	 第２号議案：平成28年度 収入支出決算について
	 第3号議案：平成28年度 決算残金処分について
	 第4号議案：組合規程の一部改正について
	 第5号議案：不納欠損処分について

第368回  理事会

第122回  組合会

事業所の編入・削除

平成29年 4月 1月
●有限会社 小倉	
　西東京市柳沢5－2－3
平成29年 4月 1日
●ユニ精機 株式会社	
　西多摩郡瑞穂町武蔵420－2
平成29年 5月 3日
●松井機器工業 株式会社	
　大田区大森南3－31－19

平成 29年 6月 1日
三恵技研ホールディングス 株式会社

平成29年 5月 27日
●株式会社 多摩スプリング	
　町田市小山ヶ丘2－2－5
平成29年 6月 16日
●弋本樹脂工業 株式会社	
　大田区千鳥町3－17－13

削除事業所編入事業所

「スキー場の割引リフト券」
をご利用ください

今年も下記のスキー場の割引リフト券を配布する予定です。
 ご希望の方は、健保組合総務課までお電話ください

今年も

◦舞子スノーリゾート
◦石打丸山スキー場

お申し込み時にご案内できる予定です。

受付開始 平成29年11月1日（水）

対象施設

割引料金

健保組合総務課　☎03-3634-5151お問合せは……
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